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飼い犬の登録・変更手続き・
狂犬病予防注射はお済みですか

環境政策課　382 - 9 0 1 4 　3 8 2 - 2 2 1 4
　ka n k y o s e i s a k u@c i t y . s u z u k a . l g . j p

　生後 91日以上の犬は、飼い始めた日
または所在地などが変更となった日から
30 日以内の登録・変更が法律で義務付
けられています。飼い主の方は、必ず届け
出てください。
※犬の登録などをしなかった場合、20
万円以下の罰金に処せられる場合があ
ります。

飼い犬の登録・変更手続き

犬・猫へのマイクロチップ装着と情報登録の義務化

狂犬病予防注射を必ず受けましょう

　本市は、指定登録機関にマイクロチップ（以下、「MC」）情報
の登録・変更をした犬に、令和7年 4月1日から「MCが鑑
札とみなされる」特例制度を適用していますので、それ以降
に MC の情報登録・変更を完了した犬は市役所での鑑札の
交付手続が不要となります。
※登録方法や手数料など、詳しくは（公社）日本獣医師会ウェ
ブサイトをご確認ください。

届出様式は、環境政策課または市ウェブサイト
（ページ番号1002604）で入手できます。

▲注射済票

　狂犬病は、動物・人間共通の感染症で、治療方法が無い非
常に恐ろしい病気です。生後91日以上の犬の飼い主は、毎年
1回、狂犬病予防注射を受けさせ、注射済票を取得し飼い犬
に着けておくよう法律で義務付けられ
ています。
※注射を受けさせなかった、または注
射済票を着けなかった場合、20万円
以下の罰金に処せられる場合があり
ます。

・集団接種を受けられなかった場合：動物病院で注射を受け
てください。注射料金は各動物病院へお問い合わせください
。
・犬の登録が済んでいる場合：送付した狂犬病予防注射の案
内はがきを持って病院で注射を受けてください。
　※未登録や案内はがきを紛失した場合でも、受けられます。
・犬が高齢、妊娠中、病気などの場合：獣医師にご相談くだ
さい。

（公社）日本獣医師会
ウェブサイト

初登録
環境政策課で登録してください。
登録料は3,000 円です。
※登録時、犬鑑札をお渡しします。

犬鑑札▶

他の市区町村から本市へ転入した場合
　他の市区町村で交付された犬鑑札を持って、環境
政策課へ届け出てください。本市の犬鑑札を交付し
ます。

市内で住所変更した場合
　飼い主、飼い犬の新しい住所を届出書に記入の
上、環境政策課または地区市民センターへ届け出て
ください（手数料は無料）。
※本市から他市区町村へ転出した場合は、転入先の
市区町村で登録事項の変更が必要です。詳しく
は、転入先の市区町村へお問い合わせください。

市ウェブサイト
（犬の登録）

　届出書を記入の上、犬鑑札を持って環境政策課ま
たは地区市民センターへ届け出てください。
※死亡の場合のみ電話でも受け付けできます。

犬が死亡した場合


